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結成５周年更なる組織の拡充・活動強化をめざして 

基幹労連退職者の会第６回総会を開催（10/5） 

 

 

基幹労連退職者の会第６回総会が、10月５日（木）愛知県豊橋市において、総会構成員

である３7県本部中33県本部の退職者組織の代表、基幹労連退職者の会役員に加え、来賓、

基幹労連中央本部役員、県本部事務局長の参加を得て、合計94名で盛大に開催しました。 

総会では、兵庫県本部退職者の会の松浦典雄代表を議長に選出

し、総会冒頭、宮園哲郎会長から挨拶があり、来賓として基幹労

連和田口中央副執行委員長、日本退職者連合菅井事務局長それぞ

れから挨拶をいただきました。 

総会の審議では、昨年10月の第５回総会以降の活動経過と決

算・監査の報告承認を受けるとともに、各地方ブロックを代表し

て６つの県本部退職者の会から、それぞれの活動報告が行われ、

201８年度の活動計画ならびに2018年度予算、2018・19年

度の役員の選出が審議され、満場一致で確認されました。 

 

 

宮園会長の挨拶（要旨） 

2013年発会した退職者の会も来年は5周年を迎え

る。この間、全ての県本部に退職者の会を設置すること

ができた。これもひとえに各県本部のご尽力の賜物であ

り、構成組合のＯB の方々のご理解に感謝申し上げる。 

基幹労連退職者の会結成の趣旨でもある「活き活きと

安心して暮らせる社会」を確立するための社会保障制度

を中心とする政策制度諸課題については、中央・地方の

退職者連合の諸活動・行動に積極的に参画するとともに、

基幹労連との連携も取りながら、その実現に向けた活動を推進していく。 

参院選敗退は力不足を痛感した。こうしたこれまでの取り組み経緯を踏まえ、さらなる組

織拡大と活動・運営の充実・強化に向けた取り組みを進めていかなければならない。具体的

議長・兵庫県退職者の会松浦代表 



な内容は、基幹労連から提起された「今後の運営に関する対応方向」に沿って活動計画で提

起し、とりわけ構成組織毎の退職者組織設置は、組織拡大はもとより組織力強化のためには

不可欠である。こうした組織拡大の取り組みは現役の皆さん方の対応が必要であるだけに、

全ての構成組織に最低限組合役員ＯＢで構成するＯＢ・退職者の会設置を目指し、各県本部

事務局長の皆さん方の格段のご支援をお願いする。さらにオール基幹労連の力量を高めなけ

ればならない。シニアクラブとしては、基幹労連が組織充実策の一つとしている県本部構成

組織毎の退職者組織立ち上げに注力していく。 

 急遽の解散となった衆議院解散総選挙に対しては、一強政治に終止符を打ち政治の流れを

変えなければならない。基幹労連の推薦候補者を全面的に支援していくことは勿論のこと、

基幹労連方針に沿って連携をはかり取り組んでいく。 

 

 

基幹労連 和田口中央副執行委員長の挨拶（要旨） 

今期より前任の操谷副委員長から引き継ぎ、退職者の会を受け

持つこととなった。 

さて、連合との期合わせを経て、任期初年度に基本年度春闘、

定年延長に向けた65歳雇用制度構築という重い課題に取り組む

方針を確認した。 

基幹労連退職者の会については、組織拡大と活動・運営の充実・

強化に向けた取り組みとして、会員拡大に向けた県本部構成組織

役員ＯＢの組織化を促進し、事務局運営の対応など連携を強化し

活動支援を行っていく。 

急な解散総選挙対応で繁忙な状況にある。基幹労連の総選挙対応は、政党基軸ではなく、

これまで政策協定を経て推薦してきた候補者を支援していく。 

比例代表並立制については、「希望の党」を推し我が推薦候補者の比例復活の道を確保する

方針である。シニアクラブの皆さんにもご支援いただけるようにすすめたい。 

 

 

発言をいただいた各県の代表者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
北海道退職者の会 

（平田幹事） 

群馬県退職者の会 

（鈴木事務局長） 
岐阜県退職者の会 

（林事務局長） 

滋賀県退職者の会 

（辻会長） 
山口県退職者の会 

（大中会長） 
熊本県退職者の会 

（東会長） 



2018・19年度 役員体制（敬称略） 
 

役  職   氏   名   出 身 労 組 
 

会  長   宮園 哲郎   新日鐵住金労連ＯＢ 
副 会 長   江畑 健一   三菱マテリアル総連ＯＢ 

    小栗 啓豊   JFE スチール労連ＯＢ (元事務局長) 
      西澤 昇治郎  IHI 労連ＯＢ 

事務局長   操谷 孝一   JFE スチール労連ＯＢ (新) 
副事務局長  渡辺  強   基幹労連事務局次長 (新) 
幹  事   兼子 昌一郎  JFE スチール労連ＯＢ 

      越野 隆義   住友重機械労連ＯＢ (新) 
      斎藤 敏郎   住友重機械労連ＯＢ 
      澤田 和男   IHI 労連ＯＢ 
      瀧澤 健二   JFEスチール労連ＯＢ 
      中里 良直   大同特殊鋼労連ＯＢ (元会計監査) 
      船木 孝治   DOWA労連ＯＢ 
      米内 顕二   三菱重工グループ労連ＯＢ 

会計監査   椎野 幸作   基幹労連中央執行委員 (新) 
      田中  勉   三井造船労連ＯＢ (元副事務局長) 

参  与   和田口 具視  基幹労連副委員長 (新) 
 

【退任役員】 
幹  事   児玉 洋二   新日鐵住金労連ＯＢ 

      渡辺 三郎   住友重機械労連ＯＢ 
会計監査   藤原 真之   基幹労連中央執行委員 

 

基幹労連が第15回定期大会を開催 

9月7～8日、大阪府において、基幹労連の第15回定期大会が、「人を中心とした好循環の

追求 着実な実践」をスローガンに開催され、来賓として出席したシニアクラブの宮園会長

が壇上で紹介されました。 

大会冒頭、工藤中央執行委員長から①取り巻く情勢②労働組合の果たすべき役割～循環型

社会の構築③労働組合の果たすべき役割～広義の底上げ④組織力量の強化に向けて⑤労働運

動の未来の５点について挨拶がされ

ました。 

前期（第８期）は連合の期合わせ

により１期１年という異例の期であ

りましたが、第９期より通常の１期

２年に戻り、今大会で役員改選が行

われ、工藤中央執行委員長から神田

中央執行委員長を軸とした執行部が

選任され、新たな体制が確認されま

した。



 

 

日本退職者連合の全国高齢者集会が開催 

日本退職者連合の２０１７全国高齢者集会は、全国から

会員２０００名が参加して９月14日、午後文京シビック

ホール（都内文京区）で開かれました。基幹労連シニアク

ラブからは東京・千葉の退職者の会役員、幹の会関東メン

バーの方々が参加しました。 

集会後、「生き生きと安心して暮らせる社会をつくろう」

と、都内をデ

モ行進して

訴えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


